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に力を入れるようになった。1808 年に 200 万人だった黒人奴隷人口が綿花
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黒人は 1868 年の憲法修正第 14 条により市民権を、1870 年の憲法修正第 15
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シュ要因」が重なり合った結果生じたものであった。1914 年から 20 年にか
けて北部の都市部に移住した黒人は、50 万とも 100 万とも言われる。さらに
大規模な黒人の大移住は第二次大戦期に再び起こるが、その際には 1940 年
代の南部綿花農園の機械化に伴う大量の黒人失業者の出現によって、1940 年
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ウィンスロップの「丘の上の町」の意識、すなわち選ばれた者こそが神の裁
きの下にあると自覚し、自己批判と回心による内的再生を怠ってはならない
とする預言者的警告との共通性を見出すことができるのである。
このように見てくると、黒人の「約束の地」探求は、建国以来次第に変容
してしまった白人中心主義の傲慢なナショナル・アイデンティティに対し、「新
しきイスラエル」、「選民」の本来の意味をアメリカ史の起点であるウィンス
ロップの「丘の上の町」のヴィジョンにまで立ち返って再確認するよう迫る
営みであったといえるのではないだろうか。
おわりに
本稿のタイトルを「人種、宗教、アイデンティティ」ではなく、「宗教、人
種、アイデンティティ」という順番で配置したのには、それなりの理由があっ
てのことである。通常、人種・エスニック集団と宗教との関係を扱う際には、
「アフリカ系アメリカ人の宗教」とか「アメリカ先住民の宗教」といったよう
に、まず人種・エスニック集団を固定的に設定し、その上でその人種・エス
ニック集団がどのような宗教を持っているのかを議論する形がとられる。し
かし、近年の歴史学、文化人類学、社会学、文化研究（cultural studies）そ
の他の学問分野が明らかにしてきたことは、従来「生物学的本質」であると
か「自明」と見なされてきた諸々の社会集団――人種や国民国家など――が、
実は社会的構築物であるということであった。とすれば、人種・エスニック
集団と宗教との関係を扱う際に、次のような逆の問いを発することも可能と
なる。すなわち、宗教は人種・エスニック集団の構築にどの程度関わってい
るのか。このような関心から、本稿のタイトルでは「宗教」を最初にもって
きたのである。本稿で考察してきたように、アフリカ系アメリカ人において
は、「一つの民」として「約束の地」に到達するという旧約聖書の「出エジプ
ト」物語から得られる宗教的想像力が、「黒人」というアイデンティティを積
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極的に構築、再構築してきたということができるだろう。
もう一点、アメリカにおける人種に関する歴史学的研究との関連をみると、
90 年代以降「白人性（whiteness）」研究の登場により、「白人」という集団は
絶えず「そうでないもの（not white）」＝「黒人」という集団を想定するこ
とで構築されてきた点が明らかにされてきた。言いかえれば、集団はそれ自
体では存在できず、絶えず「他者」、「そうでないもの」との関係性において
構築され、再構築されるものである点に注目が集まるようになったのである。
本稿との関連でいけば、奴隷制期の南部において、奴隷制を神の摂理と捉え
る宗教的想像力が「白人」というアイデンティティの構築に関わる一方、逆
に「白人」の「歪曲されたキリスト教」ではない「真のキリスト教」を知っ
ているという宗教的確信が「黒人」というアイデンティティの構築に関わっ
たということが言える。とはいえ、宗教が「黒人」と「白人」というアイデンティ
ティの構築に歴史的にどのように関わってきたかについての議論は、本稿に
おいて十分なされたとはいえない。たとえば、奴隷制度廃止以降の南部にお
いて、宗教は「白人」というアイデンティティの構築にどのように関わった
のか。また、宗教といっても、キリスト教だけが「黒人」というアイデンティティ
を構築してきたわけではない。20 世紀半ばを例にとれば、「ネイション・オブ・
イスラム（Nation of Islam）」など、キリスト教以外の宗教にも目を向ける必
要がある。そして、公民権運動以降、アメリカのナショナル・アイデンティティ
と「黒人」の「約束の地」探求はいったいどのような関係にあるのだろうか。
本稿は宗教が人種・エスニック集団のアイデンティティ構築にどの程度関わっ
ているかを探る一試論とし、議論の不十分な点は今後の課題としたい。
